












ないであろう。芥川賞受賞を記念した「文藝春秋」の著者インタビュー記事ではタイトルに、西村賢太には 『中卒・逮捕歴あり』こそわが財産」とあったが、同時受賞の朝吹真理子の方には「文学の名門に生れたゆえの苦悩」と謳ってあ 。こうした対照性対極性を一組のものとして戦略的に押し出されたのが、この第一四四回芥川賞の受賞者だった。これはまさに当今格差社会の反映だというわけである。だから「文藝春秋 には「時代に選ばれた両極の作品」というコピー 見える。こうしたジャーナリズム戦略はみごとに当って格別な話題を盛り上げたが、それらは要するに、小林多喜二『蟹工船』を復活させ ような時代の気まぐれと
ぴったり息が合ったのである。だが、言うまでもないが、西村賢太の小説といま言われる格差社会とは何の関係もない。西村賢太はそんなことを書きたいわけでも訴えたいわけでもないし、また彼の小説の面白さはそんなところに のでもない。
　では何処にあるのか。彼の出発期から見ている私としては言っ
てみたいことは多々あるが、ここは西村賢太を論ずる場所 はいから控えよう。ただことのついでに一言だけ付しておけば、西村作品によって、我々は私 うものの底力、その人間と文学の不思議な関係について改めて、あるいは久々に直面させられたのである。だが、この が本当に見えてくるため は、読者ばかりではない、作者自身にも、もう少し時間が必要だと思われる。
　前書きが長くなったが、以上は他でもない、この本『私小説の






（ 「 『黒髪』の連作」 ）
　小説が読者の「魂を洗う」 、それでよいではないかと、ここに
はまさに、 「魔のひそむ場所」──私小説というものの不思議に直面した人の率直なことば、心底からの驚きと賛嘆の「声」がある。私小説の不思議に一度でも迷い入ったことのある人ならば、この、分析も追及も放棄したような形容に納得する ではないだろうか。まったく、近松秋江の私小説 あんなに奇妙な雑音に満ちた彼の小説とは、 かし結局のと ろ、優れた音楽 感動に限りなく近い だ。それによって 腹 も頭に 何の足しもにもならないのに、にもかかわらず 汗 後のシャワーのよう 読後の爽快感、これはまさに魂の洗濯、命の洗濯とでも言ってみるしかない体験では いだろうか
　たとえばその昔、昭和十一年のことだが、正宗白鳥と小林秀雄



















た事実と小説『思ひ川』の記述とを比較検証した作業から発見したいくつもの新事実のなかの一つである。水上勉が、これぞ宇野浩二の巧妙な嘘、フィクションだと暴いてみせたところが、実は少しも作り事などではなかった、事実そのままの反映だっ というのである。片や隠し子を引き取るというような家庭的には修羅火宅を抱えながら、片や一〇歳余も年下の芸者との、まるで少女小説のような甘いあま 恋の物語 実践してみせる一人の中年男、そんな両極を秘め 、小説よりも「恐い話」を含んだ作者自身の影──まさに私小説の不思議、 「魔のひそむ場所」なのる。
　本書で論究されている作家は近松秋江、宇野浩二、岡田三郎、






















説のも とも厄介な「魔のひそむ場所」 、そして同時に、私小説の最も「面白い」ところに通じているからではないだろうか。ただし、念のため蛇足しておけば、私小説の神様 になるのは、誰にとって 難しいが、実 、志賀直哉を理解するのは、そう困難なことではないからである。
（二〇一〇年七月 　双文社出版 　四六判 　二八二頁 　税込三三六〇円）
